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犬体内に於て中間宿主体内的寄生を示した

舌虫 Lilぽuatu!aSeJノrataFRりLICH，1789に就て

山下次郎

(~I: j年;;草犬争良若井mç動物準主主室〕

大林正士

(北海道大王手獣段島市l比較病理母教室〕

On  a tongue worm， Li1り'ttafula8C1'1・atctFROLICH， 1789， showing 

the same parasitism as in the intermediate host 

within a dog body 

By 

]IRO YAMASHITA' 

(Zoological InstitJ1te， Faculty of Agri巴ulture，
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

MASASHI UHBAYASHI 

(Veterlnary Pathological Institute， Faculty of 
Veterinary Medicine， Hokkaido University， 

Sapporo， Japan) 

7苛虫、の成虫f~(主として!偲虫類， IIHi乳業員の気迫

及び、体腔に寄生し，雨棲業員，鳥類にも寄生するこ

とが主主f3íJj~、11 られている。府主体内で白産卵された卯

は略疫又ば粘液と共に排1~t され， この卵が中|甘i宿

主に，崩lrJlされてその腸内でsiIf化し，幼虫はUi!i，J}r， 
牌，淋巴腺笥;に移行して nymphとなり，被嚢し

て格末宿主への伝-入をと待つものでるるととも失11ら

れている。

今回著者等[;t"犬に於て古虫症の珍らしい一例

に遭遇した。従来犬舌虫症はlifk洲では比較的少く

ないが，我が闘での護生f;t"砂iめて少ない。ブミ舌虫

・の成虫が犬，狼と与を終末宿主とし，その鼻腔及び:

前頭賞~1:寄生し，草案欺をと幼虫、及び、 nymph J~ljの

宿主lllJち中li¥!:m主とするととぽ古くからよくう:¥1ら

れているが，近年中 tífJ ll\主として 2~3 の主肉献

が追加1せられ，珍らしい例としえ報告されている。

著者等が今回札幌市内某氏の者犬を剖見したi授に

上記同様に犬が犬舌虫の中間宿主的役割引員じて

いるととを説明した。犬に於ゆる斯る例は我が図

に於てはもとより，諸外閣に於ても未だ報f与を見

ない。誌に著者23:ぽ本古虫の形態と私見を主!sベて

参考ーに供し度いと思う。 1また症状及び病lJll準的所

見に就いては近く著者。一人大林によって獣醤事

研究誌上に日lJ悲報f号の深定であるから，それらに

就いてぽ抵で広畑れないとととする。

I.寄生部位

札幌市内某氏の飼育犬2頭中 1頭 (2歳， o， 

ポイングー租)を剖見し，IW，l1f，腎，淋巴腺，-)(網

膜，共の他体腔衆院に舌虫の被嚢虫休を鷲見した。

殊t亡人;綜iH誌に高度の寄生が認められた。大網膜に

於ては脂肪紺織に寄生したものの被嚢ぽ著l切でな

いが，脱 I~.のものは若I fJjで内部の虫休をと i切らかに

認めるととがIH予lz:る。又砧杭1I隔:涌雨1肢英及び

嚢虫f休本tは工幻I明列らかで， Hiii及び肝表団のものぼ小さく

上記の古ii位のものより明瞭で、ない。
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11.形態

虫休ぽ較度のi両容吠をとJ乏して被嚢に包まれ，

被嚢の外視は少しく黄色を帯びた乳白色，類lftl形，

扇子宏被嚢として認められ，その大きさぽかなり

の控呉を示し， 1.0 ~ 5.2 x 0.9 ~ 4.8 mmである

が，使 3~4mm以下のものでは何れも虫休ぽ境

性し，ノj、形のものでは石次鋒ItbF見られとれら小

形のものかちば全く虫体を把握するととは困難で

あった。従って本報告に於て~J:被嚢初期の虫体に

就ての形態は記載し符友い。而もこのような石友

化虫体は多数で、あった。被嚢を制枕した虫体の形

態ぽ59cの通りであるが，国主iL標本による被襲制対.

ぽ容易で、主主く，内方に巻rluした虫体尾部の奈Ij離は

特に困難で、，馬民(Fig.3)に示したものも尾部ぽ

少しく快損しているO

体長8~ lOmm，体幅J主体の前1/3乃至中央
より少しく前方に於て最も庚く (2.5mm)，頭部の

幅l:t1.8 mm，尾部1.1mmf̂J外で，頭端は同く，

尾部氏少しく制い。 f本ぽ干j'i々 扇千であるがプォル

マリン固定虫体ではi31ろ闘筒献に近い。頭部には

2封の鈎が2ダIH乙タIJて;::，その内方日‘つ前方列。中

1m少しくがJ方にノj、枯凶形の口があるが，閉口w小
さく著lリjでない。鈎!:t前後予Ij時々 同大JLつFUJf:bで，
歪方形~g.. し，前jÍl(~l1::.11rtW，部を有する。鈎の後部

J主体凹陥部中に千Iる。体の輪J[}d本の護:育ぽ弱く，

頭部及び、尾部附近でぽ市長狭く IlJj瞭を吠き，全体 50

flff以上存在するものと氾われる。各輸J伏休部の小

曲ー列f主体全面に環J[たに存在するo

IIL考察

百舌.虫の分類

明の黒烏貼I占~{ぽ玄あるが，古虫亜桐 Pentastomida の分類

に就いてはR.HEYMONS及びL.W. SAMBON ~'r:F 

り詳細iな研究によって匙展しプζ。とれら舌虫の中

で nymphの形態吃就いてよく1;11られた近縁の和
ば魚、類から護見された Diesinqiakachugensis 

(SHIPLEY， 1910)，主として草食駄から鷲見された

Linquatula serrata FROLICH， 1780，及び、j，{IJiJjから

設l切された Subtriqueirasubiriquetra (DIESING， 

1836)の3種 nymphである。今回著者等の得た

!1(休の標徴と上記近縁極のそれとを比較すれば，

著者等のものは D.kachuqensと!:r輸献体数vi"近

いが， 口の位置，鈎の形，輸肢体部のノj、歯欣列。

分布等に於て異る。又 S.subiriquetraとぽ輪状

体数i幻自々接近するが，鈎の配列，口の形欣，共

の他 2~3 の瓢で異る。 Linguatula serrataと

ば輪快休敢の相異を除き他の標徴ばよく一致ナ

る。輪欣体数ぽ従来の知見でぽL.serrataでl:t約

90であるが，著者等の虫体では 50筒以上と見ら

れる。との賠か左りの差が見られるようであるが，

元来L.serrataの輪欣体は他の種に比較して護育

悪く，不明瞭な部分が存ずるとと，又著者等の虫

休が尾部の一部告と扶損しているとと，非固有中間

宿主体内に於ける不完全護育虫体であると考えら

れるととなどを考慮すれば，現在の知見からして

は著者等のヲミ体内より符た被嚢虫休ぽ Linguat-

ula serrata FROLICH， 1789の nymphと同定す

るのが最も受賞と考える。

ともるれ幼虫の確認ぽiL:Jtくが，被嚢 nymph

の護凡によって，本例が中間宿主(被嚢 nymph保

布)を持取後格末寄生部位である鼻腔!'C.到達して

成虫となるまでの移行在中の欣態を示すものでな

いととは被嚢初期と見られるノj、形被嚢多数が認め

られることからも明らかで，本例lま岱‘然犬休をI=t

則'fi'i主的護:育場所とした例と凡なければならな

い。又被嚢 nymphの中でソj、形被嚢内虫体が石次

艶|生を米し，而もとのようなものが多敢に見られ，

護育虫休がとれらによとして著しく少数である事寅

ぽ，木例がゴド固有中間宿主体内に於ける殻育，乃

至非固有中IHJ宿主に於ける感挽例主主るが故の殻育

不全乃至愛育停止，虫体提訴巳を超ろいしたものと理

解される。

本例の虫nく古虫類に於て成虫干?i主(格末m主)
と幼虫干fi:::E(中[)目指主)とが同研動物である例ぽ他

l'C.泣いわけではないが，現在までに判明している

所では少数例でるり，鰐類に寄生ずる Sebekia

oxyceρhala， Leiρ2ria cincinalis ，，~;!~ごとの例であ

る。とのような例は八体寄生虫として有名た無鈎

償虫がその幼虫期只[lち知鈎蓑虫の時代に元来"[~を

中|li刊行主とするに拘らや，時に格米宿主である人

を中間相主とするのと軌を同じくするものであ
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る。何れにしてもとれらの例ぽ特然例に属するも

のであり，固有中IHHi'i主と云うより寧ろ非固有中

11日宿主体感染と見るべきものである。とのととは

何れもその例教が側めて少なく年ろ例外的のもの

であるととからも推察される。

L. serrataの絡*.fri主としてぽ現在までに
犬，狼，狐(稀に)，例外として馬，牒，絢i羊，山羊，

人が知られ，本積ぽ犬に最も多く見られるもので

ある。又中間宿主としては 21極の動物が知られ，

その中草食器kが殆んどを r~l めているが，近年との

中にドプネズミ，猫の如き肉食品性の動物も包合さ

れた。然し未だ中 tì \J frí主として犬乞報一，~ff した例が

ない。又他種目-虫類中にもブとをど中1l!J1i"i主とナる穂

美siは未だう、¥lられていない。1kて犬が本有n:古山 L.
serrataのヰlluWi主的役割を演じた本例は似めて

珍しい例でるり，著有叶;の今回の報告乞以て持矢

とするものである。
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R白ume

We met with a new case of parasitism of the tongue worm， Linguatula serrata within 
a dog body in Sapporo City. We found many encysted nymphs and cartified specimens from 

the lung， liver， kidny， mesenteric lymph glョnd，greater omentum and serous membrane of 

peritoneal cavity， especially the greater omentum. From the morphological aspects， we are 
identified this parasite withe Linc;uatula serrαta FROLICH， li89. 
It is well known that the adult of this parasite occurs in the nasal cavity and frontal 

sinus of carnivores， and the eggs are swallowed by hervivorous animals and hatch in the int-
estine. The small.l且rvaemigrate to tteliverand mesenteric lymph glands where they ‘ 

encyst and developto a nymphal stage， s0mewhat resembling the adult. Carnivores become 
infected by eating tissue contanining the nymphs. There are some examples that the same 

speci巴Sof vertebrate plays the part of intermediate and final host of a species of parasite 

in the developing process of tongue worm. The final hosts of Sebekia oxycゆharaare three 
species of crocodiIes which are also the intennediate hosts of this tongue worm. There is 
the same rerationship also in Leiρzriαcincinalis， a parasite of crocodiles. But our present 
case that the dog acts as intermediate host for the encysted nymphal stage is new to the 

tongue worm. 

Explanation of Plate 

Fig 1. En巴ystednymphs and many cartified specimens in great色romentum. 
Fig 2. En弓ystednymphs on the surfa巴eof lung (a)， kiney (b)， liver (c)， diaphragm (d) and fore 
mesentery (e) 

Fig 3. A nymph to~k ou七thecyst. 
Fig 4. Hooks on the head. 
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